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高速増殖原型炉もんじゅ安全性総点検に係る改訂報告書の提出について 

 

当機構は、平成 13 年 6 月 29 日に経済産業省原子力安全・保安院（以下保安院）

へ提出した「高速増殖原型炉もんじゅ安全性総点検に係る対処及び報告について」

に基づき、平成 19 年 10 月 12 日に「高速増殖原型炉もんじゅ安全性確認(高速増殖

原型炉もんじゅ安全性総点検に係る対処及び報告(第 4回報告))」の報告書を保安院

に提出しました。（平成 19 年 10 月 12 日発表済み） 

今回、高速増殖原型炉もんじゅ安全性総点検に係る対処及び報告（第 4回報告）

について記載の追加などを行い、改訂報告書を保安院へ平成 20 年 2 月 7 日に提出し

ました。改訂した概要は以下のとおりです。 

 

１.「ナトリウム漏えい対策の設備改善」に係る主要な改訂内容 

改善項目毎に改善内容、漏えい状況に対する改善の効果、改善の確認方法、

改善の確認結果をまとめた表を追加しました。 

 

２．「異常時運転手順書記載内容の充実」に係る主要な改訂内容 

(1)ナトリウム漏えい時の運転対応(保温材内、保温材外、大規模漏えい)に対

して概略を追記しました。 

(2)ナトリウム漏えい検出器に関する概要、誤警報発生時の対応を整理した資

料を追加しました。 

(3)保温材外のナトリウム漏えいに対して、床ライナの健全性の観点から警報

発生から 15 分以内に緊急ドレン操作を行うことを明確にしました。 

 

 

参考：高速増殖原型炉もんじゅ安全性総点検指摘事項への対応実績と計画 

以 上 
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1)設備改善

(1)ナトリウム漏えい対策の設備改善 安全審査 対策工事

(解析等による詳細確認や詳細仕様の検討を継続実施）

基本仕様の検討

(解析等による詳細確認や詳細仕様の検討を継続実施）

基本仕様の検討

(解析等による詳細確認や詳細仕様の検討を継続実施）

基本仕様の検討

(2)信頼性向上等を目的とした設備改善
(Na漏えい対策以外の設備の改善) ＜(ⅰ)～(ⅴ）において、(　）内は、設備改善の実施状況を表す。＞

（17件中 実施完了16件、改善不要1件）

（9件中 実施完了8件、改善不要1件）

（19件中 実施完了16件、改善不要3件）

（7件中 実施完了7件）

（6件中 実施完了5件、改善不要1件）

2)品質保証体系・活動の改善

(1)品質保証体制、体系の見直し
平成９年度完了 （強化された体制のもとで諸活動を実施、今後活動状況等を評価）

（今後、体系の活用状況等を評価）

(2)品質保証活動の改善
（2次系温度計さや等の設計審査に適用、今後実施状況等により評価）

（強化された仕組みで運用中、今後運用状況等により評価）

 （充実された教育体系のもとで教育関連施設の整備を含めて実施中、今後実施状況等により評価）

（明確化した基準を適用して運用中、今後運用状況等により評価）

（同上）

（改善した制度のもとで運用中、今後諸制度及び活動の評価に活用）

（改善した制度のもとで実施中、今後実施状況等を評価）

（今後実施状況等を評価）

（今後運用状況等を評価）

3)運転手順書、運転管理体制等の改善

(1)運転手順書類の体系化、改正手続きの改善

（改善した手続きのもとで各種運転手順書の改正等を実施中）

(2)運転手順書記載方法、内容等の改善

(3)運転員教育、運転体制等の充実強化

（改善した体制に沿って訓練等を実施中、今後更に改善を進める。）

4)安全性研究等の反映

(1)蒸気発生器伝熱管破損対策
(解析等による詳細確認や詳細仕様の検討を継続実施）

基本仕様の検討

(2)燃料温度評価の高度化

評価手法高度化

(3)制御棒の長寿命化

（研究開発を継続実施中、それらの成果を踏まえて、もんじゅでの対応計画を定める）

▲：第2回報告(平成14年6月19日)、▼：第2回改訂報告(平成14年11月22日)
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　制御棒の長寿命化研究開発
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参　考

　高速増殖原型炉もんじゅ安全性総点検指摘事項への対応実績

■＊：第４回報告(平成19年10月12日）、★第4回改訂報告(平成20年2月7日）

■：第1回報告（平成13年7月27日）、◆：第1回改訂報告(平成14年5月31日)
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